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【設問の意図と根拠】 

これらの設問は、単なる知識の確認に留まらず、受験者が福島県立医科大学看護学研
究科で学ぶ上で必要とされる多角的な視点と実践的な思考力を有しているかを測るため
に設定いたしました。特に、グローバルな視点、政策理解、実践への応用能力を問う設
問になっております。 

【解答例】 

問１ Age-friendly cities and communities 

 

問２ ・年齢や高齢化に対する考え方、感じ方、行動を変えること 

   ・高齢者の能力を育むコミュニティを保証すること 

   ・高齢者に対応した、個人を中心とした統合ケアとプライマリー・ヘルスサービ 

スを提供すること 

   ・長期的なケアを必要とする高齢者に介護サービスを提供すること 

 

問３ 健康的な高齢化、すなわち高齢期における良好な健康と福祉を促進すること 

 

問４ 政治的なコミットメントから始まり、各部門や利害関係者（ステークホルダー）
の関与、ニーズや機会の理解、戦略的計画、行動と実践、評価へと進んでいく。 

 

問５ ・何ができ、どのようにできるかを示し、変化を促すこと 

   ・世界中の都市とコミュニティを結び付け、情報、知識、経験を交換すること 

   ・都市とコミュニティが適切かつ革新的な証拠に基づいた解決策を見つけること
を支援すること 


